
 

 
 
 

 

 

１ はじめに 

  本校は、「明日も行きたい大好きな学校～安心できる居場

所があり、力を伸ばすことができる学校」を経営方針、「あ

たりまえの継続が質の高いあたりまえへ」を重点に据え、

学校・地域・家庭の連携を土台に教育活動を進めてきてい

る。また、平成30年度から「学校力向上に関する総合実践

事業」の実践指定校の指定を受け、全校が一つのチームと

なった包括的な学校改善と人材育成に取り組んでいる。 

 

 ２ 昨年度の学校力向上に関する総合実践事業の取組の成果と課題を踏まえた重点の設定 

昨年度、本校では「組織的な取組」をキーワードに、「『主体的・対話的で深い学び』に視点を置

いた授業改善」と「つながりを大事にした教育活動の展開」を取組の柱に据えて学校力向上に向け

た取組を進めてきた。 

  その成果として、授業における指導過程のスタンダード化や、地域等との連携・協働による教育

活動の推進が図られ、児童の学習に対する意欲の向上や、保護者等の教育活動に対する理解の深ま

りが見られた。 

  一方、課題として、「社会や子どもの変化に対応した学校改善」「人材育成」「質の高い授業への

改善」などが挙げられた。 

そのため、今年度は「学校経営への参画意識」「子どもの学びの保障」「指導力の向上」などを重

点に取組を進めていくこととした。 

 

２ 実践の概要 

(1) 教職員、保護者、地域住民との目標等の共有 

  ○ 学校の教育目標の改訂 

    学習指導要領全面実施を契機に、昭和 51 年度の

開校時から続いてきた学校の教育目標を改訂した。

改訂に当たっては、教職員、保護者、地域関係者を

対象にアンケートを実施し、関係者の思いや願いを

整理するとともに、社会の変化、学習指導要領改訂

の趣旨、求められる子ども像などを踏まえ決定した。 

 

  ○ 社会の変化に対応したグランドデザインの改訂 

  教育目標の改訂に伴い、児童はもとより保護者

や地域住民が目標の実現に向けた取組について理

解を深めることができるよう、グランドデザイン

の見直しを行った。 

「学校づくり」「学級づくり」「授業づくり」の

視点は継続するとともに、新型コロナウイルス 
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感染拡大防止に向けた学校の新しい生活様式や心のケア、学力保障など、社会の変化に対応し

た取組を加えたり、重点的な取組内容を見直したりし、児童、保護者、地域住民などが理解で

きるよう分かりやすく簡潔な言葉で整理した。 

また、グランドデザインについては、全教職員で共通理解を図ることはもとより、家庭や地

域などに広く周知し、共有化を図っている。 

 

(2) 教職員の学校経営に対する参画意識や協働意識を高める取組 

   ○ 教頭を中心とした朝の打合せ 

学校経営の中核となる教職員の学校経営に対する参

画意識を一層高めるため、毎朝、校長、教頭、分掌部

長、養護教諭、事務職員で打合せを行っている。打合

せでは校長の方針に基づく業務の進捗状況や、支援を

必要とする児童の対応状況など、様々な情報を共有し

整理するとともに、改善が必要だと判断した場合は、

課題解決の方向性や取組などを検討している。 

また、打合せの中で検討した取組を校長が承認した

場合は、放課後の職員集会等で全教職員に周知し、校

長が分掌での検討を指示した場合は、各分掌で具体的

な取組等について協議し、打合せ等で部長が取組の提

案をしている。 

このように、校長の方針に基づく取組を開始するま

での決定過程を明確にすることで、中核となる教職員

に役割や責任を自覚させるとともに、学校課題に対し

て迅速な対応を行っている。 

 

  ○ ワークショップ型の協議を取り入れた会議 

これまでの学年部長会議は、企画部からの取組の伝達及び共通理解が主であったが、今年度

からは、企画部と学年部の役割や責任を明確化し、各教員の学校経営に対する参画意識や協働

意識を高めるため、ワークショップ型の協議を取り入れ、 

校長の方針に基づく取組や学校の課題解決に向けた取組な 

どを一緒に検討している。 

このように、「分掌と学年」、「分掌同士」「学年同士」

「職員同士」で必然的に対話や共同作業が生まれる手立

てを工夫し、実行するなど、教職員同士のつながりを大

事にした学校経営を目指している。 

 

(3) 子どもの学びを保障する教育課程等の改善 

  ○ 子どもの学びを保障する教育課程の見直し・改善 

    新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた取組の中でも子どもの学びを保障するため、全

教職員で育成を目指す資質・能力や重点課題を確認した上で、各教科等における重点単元の設

定、指導内容の精選、必要な時数などを見直した。特に特別活動（行事）においては、「育成

を目指す資質・能力」を見直しの視点として、必要な行事、取組内容、時数を精選した。また、

取組内容を検討する際は、できない理由を考えるのではなく、目標を達成するために「何がで

きるか」を考えるように指示し、改善を図った。 
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【協議の様子】 

【校長の方針に基づく取組の実行までの過程】 



 

 

○ 学びの質を高める授業改善 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進するため、各種調査等の結果

を分析し重点課題を設定するとともに、課題解決に向けて「令和２年度 小学校教育課程編成

の手引 授業づくりの基本」や「宗谷管内授業改善に向けた５つのポイント」をもとに、「授

業実践のポイント」を焦点化した。 

全教職員で共通理解を図るため、校内研修

（理論研修）を実施し、各教員が日常の授業

において「授業実践のポイント」を意識した

実践を進めている。 

また、公開授業及び研究協議等を通して、

「授業実践のポイント」を踏まえた手立てに

ついて検証・改善を図るとともに、研修部が

授業や研究協議で明らかとなった有効な手立

てを「研修だより」にまとめて発信し、全教

職員で授業改善に生かしている。 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

(4) 組織を活用した教職員の指導力の向上 

  ○ 共通・一貫・徹底した指導 

全ての教職員が児童や保護者に対して共

通した指導や対応を行うことができるよう、

指導のアウトラインを整理した「『よくわ

かる潮小』教職員編」を作成し、全教職員

で一貫・徹底した指導を行っている。特に

若手教員は、本資料を指導の道標とし、実

践を重ねている。 

 

 

 

 

 

 

【授業実践のポイント】 

① 終末の時間を確保するタイムマネジメント 

 ・時間をかけすぎる導入からの脱却 

・10 分の振り返り時間の確保 

② 課題とまとめの整合性 

・本時の「まとめ」「振り返り」の児童の姿

から構想する１単位時間の計画 

・児童が自分の課題として意識できる学習課

題の提示 

③ 記述式の「振り返り」 

・「分かったこと、できるようになったこ

と」を視点とした記述による振り返り 

【よくわかる潮小「教職員編」】 

【「今年度の研修のあゆみ」より一部抜粋】 



 

 ○ 全教職員の指導力向上に向けた取組 

   中堅・ベテラン教員がこれまで培ってきた指導観や指導方法等を若手教員に伝える機会を設定

し、相互の指導力の向上を図ることを目的として、次の取組を行っている。 

  ・全教員が「実践のポイント」を踏まえた授業を公開するともに、放課後等に授業について学び

合う、授業交流を積極的に促進している。 

  ・月２回程度、放課後の職員集会の時間を活用し、若

手・中堅・ベテラン教員で構成したメンター研修や

学年部会でのミニ研修を実施し、学習指導、生徒指

導、保護者との連携等について学び合う研修を実施

している。 

  ・日常的に管理職や分掌部長等が各学級の授業を参観

し、授業者に対して「実践のポイント」を踏まえた

授業改善について指導助言を行っている。 

 
３ 実践の成果（〇）と課題（●） 

 ○ 会議等の工夫や効果的な研修実施など、人材育成を意識した積極的な学校改善を図ってきたこ

とにより、中堅・ベテラン教員は学校経営に対する参画意識や協働意識、若手教員は指導力や指

導力が高まってきた。 

 ○ 全教職員で育成を目指す資質・能力を共有するとともに、重点課題から「授業実践のポイント」

を焦点化し、組織的な授業改善を推進してきたことにより、授業の質が向上し、児童の学習に対

する意欲が高まってきた。 

 ● 教育の質の向上を目的とする働き方改革を推進するため、各分掌等の業務や教育課程の内容等

を見直したり、精選したりするなどし、教職員一人一人が担当する業務を遂行する時間を確保す

る必要がある。 

 

【授業交流の様子】 


